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Quasi−periodic　Morphological　change
of 　Cell−sized 　Liposorne　on 　Glass　Surface

　　　　　　　　京大理　　濱田勉

　生体膜の 主成分で ある リ ン脂質二 分子膜で 形成された リボ ソ
ー

ムは

細胞モ デル と して 研 究が進め られて きた。生体中の 細胞は単 に溶液中

に浮 いてい るの で はな く、隣の 細胞や細胞外マ トリック ス に接して存

在 して いる ことから、 リボソ
ーム と界面 との 相互 作用を調 べ る こ とは

重要 であ ると思 われ る 。 今回 リン脂質と して 、 DOPC 〔dioleoyl

phosphatidylcholine ）を使用 し、静置水和法で 細胞サイズの リボソ ー

ムを形成さぜ、水中に 漂 っ て い る リボソ
ーム を レーザーピン セ ッ トで

補足 しガラス表面 へ と運んだ 。 レーザーを切 り観察を続ける とリポソ

ーム が周期的な形態変化を引き起 こ した （図 1 ＞。 図 2 は、周期的な形

態変化の 4サ イクルの 模式図である 。
一

回の サ イク ル の周期 はお よ そ

7 秒で 、多層膜 リボソ
ーム が最外層 の膜か ら

一層ずつ 剥がれて いき 、

内慝の リボソ
ー

ムが飛び出 して くる過程を描い ている 。 この 形態変化

の メ カニ ズム つ い て耆 察す る 。

圏→鹽→函目 轤讙飜1

匿圏靨 鬮
斟 匿 置
　　　　Ω≦⊇≦ン 』

噂

亠 瓢

　　　　 図 2 ：周 期的形態変化の 1サ イクル 過程の 模式図 。
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